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農林水産省

『農業女性の活躍に係る意見交換会』を開催しました。

女性のパワーを農業に活かします！

令和２年２月14日(金)、訓子府町役場会議室
において、『農業女性の活躍に係る意見交換
会』を開催しました。当日は、訓子府町の農
業女性８名が参加し、北見地域拠点の西森農
政推進官の司会進行により、和気あいあいと
した雰囲気の中で会がスタート。
まず、それぞれ自己紹介を行い、現在の農業
経営の内容や取組についてお話いただき、農
作業をしながら家事や育児に奮闘する方が多
くおられました。
次に、「私の思い描く農とライフスタイル」
をお題としたマインドマップ(頭の中で考えて
いることを絵に描き、見える化すること)で、
将来の希望を絵にして、それを言葉で伝える
ことにより、今の自分の農業への思いを改め
て感じているようでした。

司会進行役の
西森農政推進官

最後にフリーディスカッションを行い、将来
取り組んでみたいことやそれを行う上での課
題などをお話いただきました。
参加者からは、

など、特にご主人の理解や協力が不可欠であ
るとの声が多く聞かれました。

★６次産業化をやってみたいと思ったが、実際
何から始めていいか分からない。
★既に６次産業化の軌道に乗った方のお話はよ
く聞くが、まだ途中段階の方のお話も聞いてみ
たい。
★自分が将来取り組みたいことと、家族との考
えが違い、結局どっちも出来ない。
★女性向けのシンポジウムや講習会が多く、自
分にばかり知識がつき、家族との温度差を感じ
る。
★女性パートナーの後押しが出来るような、男
性向けの講習会を開いてほしい。

会場の様子

参加者の皆さんからは、「今までこういう機会が無かったので、他の人達の話が聞けて貴重な
経験になった。」などの感想をいただきました。
北見地域拠点では、オホーツク地域の農業女性を今後も支えていきたいと思います。
お忙しい中、お時間を割いてご参加いただき有り難うございました。
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編集後記

農林水産省では、農林水産業の競争力を強化し魅
力ある産業にするため、ICTやロボットの活用を進
めています。
北海道農政事務所北見地域拠点は、現場の課題解

決につなげるため、スマート農業に先進的に取り組
んでいる生産者から現状の課題や今後の展開等を聞
く意見交換会を開催しました。

今年の冬は少雪で各地で開催されるイベントに影響がでているとか。農業分野でも土壌凍結など悪影響が懸念
されるなど生活はしやすいが、あまりいいことはないようです。やはり、例年どおりが一番なんでしょうね。（た）

「スマート農業に関する意見交換会」
を開催しました。

労働不足の解消や農作業の省力化のためスマート農
業をいち早く導入した斜里町・小清水町の５名の生産者
の方、オホーツク地域の第一次産業を支援する工学研究
に携わる 北見工業大学農林水産工学連携研究推進セン
ター 副センター長の星野洋平教授、JA斜里町担当者の
方にご参加いただきました。////////////////////////
産学官それぞれの視点からスマート農業に関するメリッ
トや課題が話され、最新技術をどう活用していくか、それ
ぞれが持つアイディアが共有される場面もあり、活発な意
見交換になりました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オホーツク地域の大規模畑作地域における効率的な

作業体系の構築に向け、これからも定期的に意見交換会
を開催していきたく考えています。・・・・・・・・・・・・・・・・・

生産者の方々 星野先生による情報提供

日本農業法人協会が、女性の
働きやすい職場づくりに必要な
知識や制度等のポイントをまと
めたテキスト教材「農業版 女性
が働きやすい職場づくりポイント
ガイドブック」を製作しました（平
成30年度農林水産省補助事業
「女性の活躍推進に取り組む農
業経営体への支援事業」）。・・・・
「労務管理編」「コミュニケー
ション・人材育成編」「労働環境
改善編」「家族経営編」の４つの
テーマに分けて、女性が働きや
すい職場づくりのポイントを解説
しています。・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

家族経営は家族が共に仕事として農業経営に関わり、生活も共にするとい
う特徴があります。家族の基本単位は夫婦。この機会にお互いの気持ちを知
り、伝えあってみませんか？？

「家族経営編」内の1ページをご紹介

家族（夫と妻） として、お互いの存在を大切に思い信頼し合っていますか？
以下の質問について「はい」または「いいえ」に〇をつけ、お互いの気持ちを知り、伝
え合いましょう

妻または夫の誕生日、子供の誕生日、結婚記念日を知って
いますか？ はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ

１日１回は、妻または夫に「ありがとう」を伝えています
か？

自分のために使える自由な時間と多少のお金があります
か？

ここ１カ月の間に夫婦げんかをしたことがありますか？

夫婦げんかをした後、うまく修復していますか？

お互いゆったりと話し合う時間が持てていますか？

結婚生活について、理想や目標を持っていますか？

結婚生活について、不満はありますか？

家族の目標を共有し、実現に向けて取り組んでいますか？

自分名義の財産（預貯蓄、固定資産、車など）を持ってい
ますか？

「農業版 女性が働きやすい職場づくりガイドブック」 が製作されました

ダウンロードは
こちらのURLから↓

http://hojin.or.jp/standard/10
0/joseikatsuyaku/cat3359


